
 

（第２号様式）   
令和６年４月 23日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立鎌倉高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 14日実施） 

総合評価（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・複眼的多面的
な も の の 見
方、論理的対
話的で深い学
びを実践する
ためのカリキ
ュラム・マネ
ジ メ ン ト 構
築。 

・揺るぎない基
礎学力の上に
立つ、高度で
知的好奇心を
刺激する授業
づくり。 

・総合的な探究
の時間を中心
に、根拠に基
づく科学的思
考力、課題解
決力と表現力
を養う。 

1.生徒の探究的な
学びにつながる
授業づくり、及
び生徒の学力向
上を図るために
組織的な授業改
善を実施する。 

2.総合的な探究の
時間を中心に、
生徒の論理性、
科学的リテラシ
ーを伸長させる
指導法を組織的
に探究する。 

1.研究授業や研修会
等を計画的に実施
し、教員の指導力
の向上を図り、そ
の成果を職員全体
で共有し、議論す
る取組を行う。 

2.生徒に育ませたい
力を全職員で共有
し、科学的思考
力、課題解決力、
表現力等を養う探
究活動の取組を組
織的に行う。 

1.授業評価アンケー
トにおいて、根
拠をもとに考え
をまとめる力に
関する項目６に
ついて、評価４
「かなり当ては
まる」が 50％以
上であったか。 

・公開授業及び研究
協議等の授業改
善の取組を年間
２回以上実施で
きたか。 

・一人１台のタブレ
ット端末を利活
用した授業実践
に向けた研究会
を年間１回以上
実施できたか。 

2.課題研究に係る教
員研修会を年間
１回以上実施で
きたか。 

・生徒による課題研
究発表会を実施で
きたか。 

 

1.第１回授業評価ア
ンケートをもとに
教科ごとの工夫や
取組をまとめ分析
し、授業改善案と
して全教職員で共
有することで、第
２回の結果では項
目６について最高
評価４と回答する
生徒が 50％以上の
教科が６教科から
８教科に増加し
た。 

・公開研究授業・研
究協議を10月20日
に実施した。授業
改善に係る教科会
を３回以上行っ
た。 

・タブレット端末の
利活用について、
公開研究授業の講
評で指導主事から
助言を受け、各教
科での活用事例や
課題を共有した。 

2.ＳＳＨ申請に向け
た教員研修会を３
回実施し、課題研
究指導研修会を学
年会を通じて随時
実施した。 

・生徒による課題研
究発表会を３月 14
日に実施した。 

1.今後は、授業評価ア
ンケートの他の項目
も分析の対象とする
必要がある。また、
今回目標値である
50％に達していない
教科については、課
題を確認し改善に努
めていく。 

・研究授業・協議の内
容は充実させること
ができたが、授業者
の人数や時間配分等
は検討の余地があ
る。 

・タブレット端末の利
活用を推進するため
には校内のWi-Fiの
強化が必要である。 

2.教員研修会の成果を
受けて、ＳＳＨ申請
に向けて企画会議・
学習企画グループを
中心に準備を進めて
いる。 

・課題研究のテーマ設
定方法を見直し研究
をより充実させてい
く。 

・組織的に授業改善を行
い、数値目標を上回る
成果を上げた点は評価
できる。 

・確実に成果を上げてい
るが、結果を出せた要
因を教員同士で情報共
有することが大切であ
る。 

・探究的な学びに積極的
に取り組んだ生徒は成
績が伸びるという相関
関係がある。小・中学
校での取組も踏まえ
て、連携・継続した探
究活動を進めるという
視点を入れるとよい。
「探究の鎌倉」と言わ
れるように、先進的な
取組をすることを期待
する。 

1.第１回授業評価アンケートを
もとに教科ごとの工夫や取組
をまとめ分析し、授業改善案
として全教職員で共有するこ
とにより、第２回のアンケー
ト結果では多くの教科で数値
の上昇が見られた。 

・公開研究授業の実施と授業改
善に係る教科会を数回行った
ことで、授業改善に対する教
員の意識は向上したが、授業
改善テーマの内容や定義にお
ける教員の共通認識やタブレ
ット端末の活用場面において
課題が見られた。 

2.ＳＳＨ申請に向けて、「総合
知を活用する文理融合型」と
いう方向性が教員間で確認さ
れたことは成果であったが、
具体的な教育活動や課題研究
における課題設定の指導の方
法について、課題が見られ
た。 

1.継続して、授業評価アンケー
トの他の項目も分析の対象と
する必要がある。また、目標
値を達成していない教科につ
いては、課題を確認し改善に
努めていく。 

 ・公開研究授業の授業テーマに
ついて、具体的な内容や改善
方針を教員間で周知徹底し、
共通の視点をもって授業改善
を行うとともに、公開研究授
業以外においても教員の相互
授業観察ができるような環境
を整えることが重要となる。 

2.ＳＳＨ申請に向けて、教員対
象の研修を行い、方向性や育
成する生徒像などの共通認識
を持つとともに、引き続きＫ
－ＡＲＰ（総合的な探究の時
間）と理数探究基礎の教材開
発や指導法を開発するととも
に、県内のＳＳＨ認定校への
視察を積極的に行うことで、
ＳＳＨ認定後の取組へのイメ
ージを具体化し、申請書に反
映させる。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

・社会性、協調
性、体力、自
己管理能力、
人権意識を養
うための環境
整備。 

・部活動の活性
化。 

・一人ひとりの
個に応じた支
援を充実させ
る。 

1.生徒が主体的に
学校行事を立
案・実施・検証
して、実践性・
自主性・協調性
を養い自己肯定
感を高められる
場面を創出する
工夫をする。 

2.教育相談体制を
充実させるとと
もに、生徒の社
会性と協調性を
高める指導を推
進する。 

1.生徒会執行部の活
動、学校行事の運
営、部活動等にお
いて、生徒が自己
の役割を認識し、
創造性を伸ばす取
組ができるよう継
続的な支援を行
う。 

2.生徒の情報を職員
全体で共有し、迅
速で適切な指導・
支援を実践する。 

・ＳＮＳ関連等のト
ラブル、登下校の
マナー違反に対し
て適切に対応す
る。 

1.学校行事の計画・
実施・振り返りを
通して、計画的か
つ継続的な支援を
することができた
か。 

・行事の事後アンケ
ートにおいて、生
徒の主体性と自己
肯定感に係る数値
が高いか。 

2.ＳＣ・ＳＳＷと連
携して会議(学
年・コア・ケース
など)で具体的な
支援策を立てて、
実践することがで
きたか。 

・トラブルや苦情に
対し、再発防止に
向けて行動できた
か。 

1.鎌高祭およびスポ
ーツ大会の行事終
了後のアンケート
結果において、約
80％が実施内容に
ついて肯定的な回
答であったので、
主体性・自己肯定
感を高めることが
できたと考えられ
る。 

2.ＳＣに加え、今年
度から配置された
ＳＳＷが教育相談
体制に積極的に関
わることにより、
外部からの情報だ
けでなく支援策の
幅も広がった。 

・機会あるごとに、
携帯電話やＳＮＳ
等の利用のマナー
と登下校のマナー
の順守を生徒に認
識させた。 

1.来年度も引き続き、
学校行事において、
生徒が主体的に取り
組み運営できるよう
に、生徒会執行部お
よび実行委員への指
導を継続的に行う必
要がある。 

2.年度途中に導入され
た「かながわ子ども
サポートドック」
と、既存の教育相談
体制とを組み合わせ
て、どのように再構
築するか検討を要す
る。 

・校内だけでなく、
地域との連携を図
り、学校周辺での
事故、トラブルを
回避するための指
導を行う。  

・弓道部がインターハ
イ、アメリカンフット
ボール部が関東大会、
室内楽部が全国大会に
出場したことは、見事
である。 

 
 
 
 
・教育相談についても適
切に行われている。 

1.学校行事に関して、各行事終
了後の生徒によるアンケート
結果において、約 80％が実施
内容について肯定的な回答で
あったので、主体性・自己肯
定感を高めることができた。 

2.ＳＣおよびＳＳＷが週１回勤
務となることによって、生
徒・保護者・教員が相談する
機会が増えただけでなく、外
部からの支援情報も多く共有
することになり、支援の幅が
広がった。 

・機会あるごとに、携帯電話や
ＳＮＳ等の利用のマナーと登
下校のマナーの順守を生徒に
認識させた。 

1.来年度も、生徒が主体的かつ
創造的に学校行事に取り組み
運営できるように生徒会執行
部および全行事おける実行委
員への指導を組織的かつ継続
的に行っていく。 

2.既存の教育体制に「かながわ
子どもサポートドック」の結
果から得られるデータを汲み
取り、より充実した教育相談
を心掛ける。 

・地域の特色として観光客が多
く、今後も地域との連携を図
り、学校周辺での事故、トラ
ブルを回避するための指導を
行う必要がある。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 14日実施） 

総合評価（３月 29日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・生徒一人ひと
りのキャリア
形成に則した
支援体制の整
備。 

・難関国公私立
大学への合格
者数を増加さ
せる。 

 
 

1.一般選抜で大学
進学をする者が
果敢に挑戦出来
るよう、進路指
導を行う。また
学校推薦型選抜
や総合型選抜を
活用する生徒保
護者共に適切に
情報提供をす
る。 

2.最新の大学入試
情報や新たに大
学入試研究会で
得た情報を進路
通信や進路集会
に反映する。 

1.生徒の進路希望や
実力テストの結果
を反映した資料を
作成し、担任が面
談や進路指導を円
滑に実施できるよ
う支援する。 

・本校の推薦制度に
ついて保護者対象
の説明会を実施す
る。 

・「第一志望を貫
く」指導を組織的
に行い、学年会で
も複数回説明し周
知を徹底する。 

2.研究会の案内の職
員全体への周知、
進路集会や進路通
信を通した生徒へ
の情報提供を行
う。実力テストを
実施し学力を把握
する。 

 

1.進路指導資料を作
成し、全職員に提
示できたか。 

・新着任者に対して
校内の進路支援制
度を周知し、職員
全体で進路支援体
制に基づいて支援
できたか。推薦説
明会を生徒保護者
に複数回実施でき
たか。 

・第一志望校の受験
が８割を超えた
か。 

2.多様な情報を指導
に生かすことで、
スーパーグローバ
ル大学（トップ
型）への現役進学
率が前年を超えた
か。 

1.進路指導資料を職
員全体に説明する
ことにより共通理
解を図ることがで
きた。 

・本校の推薦制度に
ついて、やむを得
ず欠席した生徒に
も同一内容を伝え
るために録画資料
を準備した。 

・進路集会での指導
方針を学年全体で
共有した。 

2.新課程入試の各種
研修会を周知徹底
した。実力テスト
の結果は学年内の
みに留めず全ての
教科の担当者と共
有した。低学年に
もスーパーグロー
バル大学（トップ
型）に特化した進
路通信を発行し
た。 

1.資料の解読には時間
がかかるが、十全な
時間を取り遺漏なく
周知する。 

・安易に妥協せず、第
一志望校の受験を目
指して、一般選抜に
加え、国公立大学の
学校推薦型選抜や総
合型選抜に出願する
生徒も増加した。 

2.オープンキャンパス
の最新情報を年度当
初に確認するよう指
導し、希望する大学
への参加者を増や
す。 

・新課程入試に向けて、
生徒に適切に情報発信
がされている。 

・大学入試対策として、
教員は教科書を３社程
度比較をするととも
に、「大学入試は教科
書から出される」とい
うことを生徒に伝える
とよい。 

・第一志望の大学に進学
することを後押しして
くれる指導により、苦
手な科目に果敢に挑戦
するという姿勢を育ん
でいる。 

1.新課程入試の情報を積極的に
収集し、職員・生徒に提供出
来た。経年推移も継続的に示
すことで職員の理解も深める
ことが出来た。多様化する入
試方式に精通することが一層
求められる。 

2.現役生の難関 10 大学合格人数
は２名から５名へ、国公立大
学合格人数は 43名から 57名へ
増加した。年度末に学力向上
進学重点校エントリー校の再
指定を受けた。 

1.学校によって大きく異なる学
校推薦型選抜の仕組みや募集
定員について、職員全体に一
層の周知を図っていく。今後
増加するオンライン出願につ
いても適切な指導体制を作
る。  

2.生徒の目標を達成するため
に、深い学びと関連付け第一
志望校を選べるよう校内体制
を整備する。 

４ 地域等との協働 

・ コ ミ ュ ニ テ
ィ・スクール
を軸として、
地 域 、 同 窓
会、保護者、
大学、分教室
等と連携・協
働を深化させ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 

１.ＨＰ等を通し 
て、適宜、地域
等に情報を発信
する。 

2.藤沢支援学校分
教室と連携し
て、相互の教育
活動に資する取
組を行う。ま
た、ＰＴＡと連
携して教育活動
の推進を図る。 

1.ＨＰ等の広報活動
を充実させる。 

2.ＰＴＡや分教室と
日頃から情報交換
を行い、本校生徒
との交流・理解が
深まり、互いに良
い相互作用ができ
るよう機会を作
る。 

・学校行事および生
徒会執行部を中心
としたボランティ
ア活動においてＰ
ＴＡと連携し、生
徒の活動支援を行
う。 

 

1.ＨＰの更新等で情
報を適宜発信す
ることができた
か。 

2.学校行事やボラン
ティア活動に際し
て、分教室やＰＴ
Ａと協働して取り
組むことができた
か。 

・ＰＴＡや分教室の
生徒や職員と、日
頃から情報交換等
の交流を行うこと
ができたか。 

1.ＨＰ上の古い情報
は削除し、行事等
の情報を適宜更新
することができて
いる。 

2.学校行事全般にお
いてＰＴＡと連携
を深めることがで
きた。藤沢支援学
校分教室との交流
については、対面
式、鎌高祭、合唱
コンクールにおい
て交流を深めるこ
とができた。 

・学校行事では日頃
からＰＴＡや分教
室の職員と情報交
換を行うことがで
きた。 

1.リンク切れの対応等
見やすさに留意して
更新する。理数教育
等の教育活動の取組
の発信を増やしてい
く。 

2.来年度の合唱コンク
ールでは、藤沢支援
学校分教室の参加を
予定しているため、
積極的に生徒同士の
交流の機会をつく
り、行事での連携の
実現を図る。 

・引き続き、ＰＴＡと
の連携を積極的に継
続していく。 

・鎌倉市からも積極的に
情報を発信して、生徒
の関心度を高めていき
たい。 

・鎌倉市は、オーバーツ
ーリズムの問題や歴
史・文化があり、探究
活動のためのテーマの
宝庫である。地域連携
を通じて、探究活動が
進められることを期待
する。 

1.ＨＰ上の古い情報は削除し、
行事等の情報を適宜更新する
ことができている。 

2.学校行事全般においてＰＴＡ
と連携を深めることができ
た。藤沢支援学校分教室との
交流については、対面式、鎌
高祭、合唱コンクールにおい
て合同実施し、交流を深め、
連携を深めることができた。 

 

1.リンク切れの対応等見やすさ
に留意して更新する。理数教
育等の教育活動の取組の発信
を増やしていく。 

2.来年度もＰＴＡおよび藤沢支
援学校分教室の生徒との連携
を深めていく。とくに藤沢支
援学校分教室とは積極的に生
徒同士の交流の機会を増やし
ていく。 

 

５ 
学校管理 
学校運営 

・全校一丸とな
って学校改革
に臨み、安全
で信頼される
魅力ある学校
づくに組織的
に取り組む。 

・教員の働き方
改革を推進す
るための意識
改革を図る。 

1.円滑で効率的な
学校運営を推進
するとともに、
安全安心な教育
環境の整備及び
事故、不祥事防
止に取り組む。 

2.生徒・職員が災
害に対する意識
の高い学校づく
りを行う。 

1.ＩＣＴの利活用を
推進し、情報の共
有化及び校務の効
率化を図る。ま
た、報告・連絡・
相談を適切に行う
とともに、職員一
丸となって前向き
に課題に取り組む
雰囲気を醸成す
る。 

2.実践的な避難訓
練、防災訓練、Ｄ
ＩＧ訓練等を実施
し全職員・生徒の
防災意識を高める
指導に取り組む。 

1.会議の運営等でＩ
ＣＴを利用した校
務の効率化を行う
ことができたか。
職員がチームとし
て学校目標の達成
に取り組むことが
できたか。 

2.生徒・職員が具体
的な災害等に対す
る意識を高める訓
練等を実施できた
か。 

1.ＩＣＴを活用して
朝の打合せや会議
の時間短縮を図る
ことができた。ま
た、各グループ等
で課題解決に向け
て、相談が綿密に
なされ、計画的に
業務の遂行が図ら
れた。 

2.５月にシェイクア
ウトと避難訓練を
行い、８月にシェ
イクアウトとＤＩ
Ｇ研修、教員対象
の消火訓練をおこ
なった。 

1.行事等の内容をコロ
ナ禍前にそのまま戻
すのではなく、精選
したりＩＣＴを活用
したりするなどし
て、業務改善を図る
必要がある。 

2.来年度は具体的な災
害とその場面を想定
した避難訓練を行
う。 

・大震災を想定し、地域
住民の安心・安全にも
つながる防災計画を策
定することを期待す
る。 

1.ＩＣＴを活用して朝の打合せ
や会議の時間短縮を図ること
ができた。また、各グループ
等で課題解決に向けて、相談
が綿密になされ、計画的に業
務の遂行が図られた。 

2.年間を通し、２回シェイクア
ウトと避難訓練を行い、ＤＩ
Ｇ研修、教員対象の消火訓練
を各１回ずつ行い、生徒・教
員ともに防災意識を高めるこ
とができたが、鎌倉市や自治
会との連携を意識した防災計
画を策定することができなか
った。 

1.朝の打合せや会議以外におい
てもＩＣＴを活用した時間短
縮や業務の効率化を図る。ま
た、各グループにおいて業務
の精選を行うことで、教員の
働き方改革につなげる。 

2.大震災における地域住民も意
識した防災計画を策定すると
ともに、より具体的な場面を
想定した防災訓練を行えるよ
うにする。 

 


